
救急疾患 耳082306

原因と症状

診断と治療

家庭で注意すること

・ 飲み込んだものが食道に詰まって起こります。
・ 子どもでは誤って飲んだおもちゃや硬貨が多く、高齢者では入れ歯や薬の包装 （ＰＴＰ
シート)や食塊が多いです。

・ 大人では異物を飲み込んだ後、痛みが出たり、飲み込みが悪くなったときや呼吸が苦し
くなったときに疑います。

・ 子どもでは、食べると吐く、つばを飲み込まない、元気がなく何となくおかしいという症状
が出ます。

・ ボタン型電池、硬貨、義歯、大きな魚骨であればＸ線で診断可能です。
・ ＰＴＰシートはＣＴで確認する必要があります。
・ 食道入口部にあるものは耳鼻科の外来で摘出できることがありますが、多くの場合、
消化器内科にお願いし、上部消化管内視鏡で摘出してもらいます。

・誤飲の可能性があるものは子どものそばに置かないようにしましょう。
・ＰＴＰシートを１錠ごとに切り離すことはやめましょう。

急患診療センターを受診するめやす

・ボタン型電池は食道粘膜の障害、義歯、大きな魚骨は窒息、穿孔のリスクがあります。
すぐに受診しましょう。

・ ただし急患センターの耳鼻科外来は日曜、祝日、ＧＷ、年末年始の昼間（９：００～１８：００）
 のみですので、我慢できない場合や不安な場合は市民病院か大学病院に相談してください。

新潟市急患診療センター（電話025-246-1199）

http://www.niigata-er.org 
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